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It is a theme to handle by a master design to regard symbiosis, the harmony of the people of the 
emigrant as people living in Japan. It is expected in the coming times that globalization increases. 
The infrastructure maintenance when emigrants increased is not set.
I showed the test calculation of the population change by Cabinet Office accepting 200,000 a 
year emigrants on the end of February, 2014.
It comes on a third dimension that this accepts an emigrant from the foreign countries. A big 
change will happen in Japanese population composition soon. The infrastructure for people living 
newly in Japan has not been yet set. Therefore there is the need to maintain.
It is thought that a slum ghetto becomes it by the maintenance only corresponding to them after 
all. Therefore I think that it is important how an emigrant and local people live together by this 
plan how you harmonize it with Japanese culture.



















































































































北区全体 浮間 赤羽西 赤羽東 王子西 王子東 滝野川西 滝野川東
185,080 8722 28630 25808 19300 34837 50242 18889
19,110 690 3110 2920 2310 2200 5660 2220
10.3 7.9 10.9 11.3 12 6.3 11.3 11.8
空き家の内訳
戸建（％） 23 26.7 17 25.9 22.1 20.2 26.5 21.3
数 4395 184 529 330 511 444 1500 260
共同（％） 75.9 73.3 83 71.5 76.3 79.8 71.7 78.3

















 ・市場  






 ・住居スペース  1500 人分
 ・商業施設
四．計画について
四ーⅠ　赤羽駅高架下−商業地周辺
　中心施設となる語学学校を計画する。ここでは誰もが
通り抜けられる、導線を意識した計画を行っていく。
語学学校の他、相談室・資料室や AV ライブラリ等サー
ビスプログラムを組み込む。
　講師は専任講師の他、赤羽八幡神社横に位置している
星美学園短期大学の人間文化学科のイタリア語の他にア
ジア系学部を増設し、学生同士の交流を図っていく。
また、住居の整備を行う。幅の広い高架に開いたスリッ
トや、共有部分をと吹き抜などを用いてパブリックスペー
スとの関わりをもたらしていく。
また、周辺のリニアな空地や高層が立ち並ぶ地域の空地
を利用して住居の整備を行う。
赤羽八幡神社の前に広がる空地は、市場として計画する。
単なるトラックの搬入経路など機能として納めるだけで
なく、お祭りなどを計画する。
空地に対して、積極的な提案をしてゆく区域としていく。
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■　サービス
■　住居
■　事務
■高架下における提案
四ーⅡ　同潤会赤羽普通住宅地ー住宅密集地周辺　
　空き家を利用して、寮施設へと転用していく。
一般社団法人移住・住みかえ支援機構が行っているマイ
ホーム借り上げ制度を基盤に、住戸を寮として転用して
いく。
　住戸のほか、事務所・相談室等は空き家のリノベーショ
ンを中心に計画していく。
　今回の提案ではラジオ棟へと転用している。
地域へと発信した情報げんは大きくない範囲ながら、街
の情報源と成る。そしてラジオの前に広がる広場が各々
の生活感が溢れ出してゆく。
　狭い道や木密地域に対して、比較的小規模の転用へと
していき、過去同潤会がもたらした交流をはかれる場を
再築する。
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